
長崎県麻しん風しん検査診断実施要領 
 

 

1 目的 

麻しん及び風しんの検査診断体制について、必要な事項を定め、原則として全例の速やかな精

度の高い検査を実施することで、麻しん及び風しんの排除に向けた取組を推進する。 

 

2 事業の内容 

県は、医療機関から臨床診断をした時点で、麻しんまたは風しん患者発生の届出により、検体

の搬送並びに検査を行うものとする。 

 

3 検査対象 

検査の対象は、麻しん、または風しんと診断された症例の検体を対象とする。 

 

4 検体の採取及び搬送 

(1) 医療機関 

① 保健所から患者の検体採取の依頼を受けた場合は、患者（または保護者等）へ別紙１

により調査の主旨を説明し、了解を得たうえで検体を採取し、保健所へ連絡する。 

② 検体の種類は、咽頭ぬぐい液、血液（EDTA 入り採血管）、尿とする。 

③ 保健所を通じた行政検査と併行して、民間検査機関等で血清検査（麻しん、風しん IgM

抗体検査）を実施する。なお、届出時点で検査実施済みの場合はこの限りではない。 

⚫ 咽頭ぬぐい液 

➢ 滅菌綿棒により咽頭をぬぐい、綿球部をウイルス検体輸送保存液に浮遊させ

キャップを閉め、溶液が漏れないこと等を確認し、冷蔵で保存する。 

➢ 休日等、ウイルス検体輸送保存液がない場合は、滅菌リン酸緩衝液（PBS）

に浮遊させ、-20℃で凍結保存する。 

⚫ 血液 

➢ 抗凝固剤として EDTA が入った採血管で総量５ｍｌ以上採取し冷蔵で保存

する。 

⚫ 尿 

➢ 滅菌スピッツに１０～２０ｍｌ尿を採取し冷蔵で保存する。 

⚫ 臨床症状と医療機関で実施した検査及び環境保健研究センターで実施した検査の

結果により、麻しん、風しんが否定された場合は、感染症法に基づく発生届出を

取り下げる。麻しん、風しんと判断された場合は、「検査診断例」へ届出内容を変

更する。 

 

(2) 保健所 

① 医療機関からの届出により、保健所は、医療政策課を通じ環境保健研究センターへ検

体受け入れを確認のうえ、医療機関に対して検査実施のための検体採取を依頼する。 

② 保健所は、医療機関に対して、血清学的診断を行うよう依頼する。 



③ 保健所は、医療機関へ必要な検体採取容器を搬入する。医療機関の協力のもと検体を

採取し、溶液が漏れないこと等を確認してから、検体搬送容器へ適切に格納し環境保

健研究センターへ搬送する。 

④ 環境保健研究センターへの検体搬入の際は、検体とともに、行政検査依頼書（様式１）

および病原体検査票（様式２）を添える。 

⑤ 保健所は、環境保健研究センターから報告された検査結果を、検体提出医療機関に通

知する。 

⑥ 臨床診断と医療機関で実施した検査及び環境保健研究センターで実施した検査の検査

結果により麻しん、風しんが否定された場合は、感染症法に基づく発生届出について

取り下げを依頼する。麻しん、風しんと判断された場合は、「検査診断例」へ届出の内

容の変更を依頼する。 

 

(3) 環境保健研究センター 

① 医療政策課を通じて検査依頼があった場合、検体数や搬入時刻等の必要な情報を把握

のうえ、速やかな検査対応が出来るよう準備を進める。 

② 保健所より搬入された検体は、速やかに麻しんと風しんの遺伝子検査を行い、その結

果を医療政策課、依頼保健所に報告する。 

③ 検査は PCR 法を用いたウイルス遺伝子の検出を行う。ウイルス遺伝子が検出された

場合には、追って分離・同定検査を実施する。 

(4) 医療政策課 

① 保健所から検査依頼があった場合、環境保健研究センターへ検査受入れ等の確認を行

う。 

② 県内の全ての患者情報を収集し関係機関へ情報の伝達・還元を行う。 

③ 施設等での発生状況について、所管する課と連携し情報を共有する。 

④ 環境保健研究センターより検査結果の報告を受けた場合、依頼保健所へ還元する。 

⑤ 麻しん、風しんの流行状況と、検査能力を勘案し、医療政策課が保健所、環境保健研

究センターと協議のうえ、検査の実施、停止、再開を決定する。 

 

5 その他 

(1) 検体採取時の注意 

検体を採取する職員は、２次感染予防のため事前に抗体検査を実施し、抗体保有を確認し

ておく。 

(2) 長崎市、佐世保市で発生した場合の対応検査については、対応困難な場合において県が実

施する。 

(3) 当該事業の全過程を通してプライバシーの保護には十分に配慮する。 

 

附則 

この要領は、平成２７年２月１６日から施行する。 

この要領は、令和元年８月１６日から適用する。



（別紙 １） 

 

検体採取及び調査についてのお願い 
 

 

長崎県では、感染症の予防やまん延防止を図るため、感染症の発生状況の把握や情報分析などの

業務を行っています。 

感染症の発生状況を把握するためには、感染症の原因となる病原体の検査が欠かせないため、主

治医を通じて、患者様の検体（咽頭ぬぐい液など）の提供をお願いしています。 

患者様には体調が思わしくないところ大変申し訳ありませんが、これらの趣旨をご理解いただき、

検査にご協力くださいますようお願いいたします。 

なお、検体を提供いただくことに際し、以下について確約します。 

 

 

 

 

① 検体は、感染症の原因となる病原体の検査にのみ使用し、それ以外の目的での使用は

しません。 

② 個人が特定されることはありません。 

③ 検査結果につきましては、患者の皆様の治療に役立てていただくため、主治医へ結果

をお返しします。 

④ ご協力いただけない場合につきましても、皆様が何らかの不利益を被ることはありま

せん。 

 

 

 

また、感染拡大防止の観点から、別途、保健所の職員が患者様の行動や接触者について、おたず

ねする場合がありますのでご了承下さい。 

 

 

 

（お問い合せ先） 

○○○保健所   

住所   

連絡先   

 

 



（参考資料） 

 

麻しん、風しんの検査診断には、ＰＣＲ検査が有用です。 

保健所を通じて、検体をご提出ください。 

○ 臨床的に麻しんや風しんと診断された症例や、IgM 抗体が陽性の症例であっても、実際には、

伝染性紅斑や突発性発しんなど、麻しんや風しん以外の症例が存在します。また、発症初期に

あっては、IgM抗体が陰性となることもあります。 

我が国は、麻しん及び風しんの排除を目指して取り組んでおり、このため、麻しん、風しんの

速やかな確定診断のためには、これまでよりも、精度の高い検査診断が必要になっています。 

 

○ 環境保健研究センターでは、麻しん、風しんの検査診断のための PCR検査を実施しています。

発症からできるだけ早い時期の検体を採取し、保健所を通じてご提出ください。併せて、感染

症法に基づく届出を行ってください。 

○ 検体の採取・提出方法は、最寄りの保健所にお問い合わせください。 

➢ 採取した検体は冷蔵で保存し、速やかに提出してください。 

➢ 咽頭ぬぐい液は、専用のウイルス検体輸送保存液を保健所に準備していますのでご連絡く

ださい。 

 滅菌綿棒の先端球で被検者の咽頭部をこすり、綿球部をウイルス検体輸送保存液に浮

遊させキャップを閉め、溶液が漏れないこと等を確認してください。 

➢ 血液は、抗凝固剤として EDTAが入った採血管で総量５ｍｌ以上採取してください。 

➢ 尿は、滅菌スピッツに１０～20ml 採取してください。 

○ 環境保健研究センターが行う検査は、麻しんまたは、風しんと診断した症例の検体が対象です。 

 

○ 検査の結果は、提出元医療機関にご報告するだけでなく、国内の症例数の正確な調査や、感染

経路の調査などに役立てられます。 

 

 
。 

  

 

～麻しんや風しんを診断した際には、速やかな届出が必要です～ 

麻しん、風しんともに感染症法の５類感染症であり、診断した全ての

症例について医師による届出が必要です。麻しん、風しんを診断した

場合、速やかに保健所に届け出てください 

～麻しん及び風しん排除に向けて、取り組みを進めています～ 

 

○平成 27 年３月に日本は麻しんが排除状態であると認定されまし

たが、今般、海外からの輸入例にて発生が散見されています。 

○先天性風しん症候群の発生をなくすとともに、令和２年度までに

風しんの排除を達成することを目標としています。 



（様式 １） 

○○○○号外 

  年  月  日 

 

 

 

医療政策課長       様 

環境保健研究センター所長 様 

 

 

○○保健所長 

 

 

行政検査依頼について 

 

 

        このことについて、行政上検査を必要とするので、検査を依頼します。 

 

 

記 

 

 

番 号  検体数 

血液（EDTA入り）： 

尿： 

咽頭ぬぐい液： 

採取者 

氏 名 
 

採取 

日時 
  年  月  日 

被検者 

住 所 
 

被検者 

氏 名 
 

検査 

項目 
麻しんウイルス、風しんウイルス 

       

 

 



 

（様式 ２） 


